
＜背景＞

■東日本大震災

・自然環境、自然公園施設・自然体験型利用への影響

・自然の脅威とのかかわり方の再考

■守り・育まれてきた自然と人とのかかわり

・豊かな自然に支えられた地域のくらし、文化、産業、

里山・里海

三陸復興国立公園の創設を核とした

グリーン復興を実施＜７つのプロジェクト＞
①三陸復興国立公園の創設（自然公園の再編成）

②みちのく潮風トレイル(南北につなぎ交流を深める道)

③エコツーリズムの推進

④施設整備と里山・里海フィールドミュージアム

⑤森・里・川・海のつながりの再生

⑥環境教育（持続可能な社会を担う人づくりの推進）

⑦地震・津波による自然環境への影響の把握

三陸復興国立公園の創設を核としたグリーン復興プロジェクト

＜今後の予定＞
■ 南三陸金華山国定公園を三陸復興国立公園に編入
■ みちのく潮風トレイルの全路線の開通（平成27年度中）

みちのく潮風トレイル

みちのく潮風トレイル

平成２５年１１月２９日一部開通

引き続き編入を検討するエリア



三陸復興国立公園再編成等推進事業費（復興特会）の活用による復興

利用（施設）の計画

保護（規制）の計画

施設整備（公共事業）

自然や施設を活用した利用

・ビジターセンター
・歩道・展望施設・・・

地域の自然を保全

・誘客宣伝・広報

・エコツアー、ガイド

・宿泊 ・清掃・管理

・案内

・イベント

主に国が整備 主に地域（自治体、民間等）が実施

国立公園の指定
（公園計画の策定）

一般会計（通常の国立公園の指定や利用の推進）

国と地域の連携国と地域の連携

保護と
利用の
両立

地域の
活性化

地域と利用者の交流地域と利用者の交流

復興特会（三陸復興国立公園の創設を核とした環境省の支援）

・通常、主に地域が実施し
ている利用の推進を国が
支援

・これまでにない、新たな
利用メニューを開発し、
誘客促進を強化

・公園施設の復旧・再整備
・利用の推進に必要な
新たな施設の整備

（※別予算）
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興

被
災
地
域
の
復
興

改変された沿岸地域を調査し
自然環境の情報を提供

・三陸復興国立公園の指定等
の環境省事業実施に活用
・自治体による復興計画作成や
復興事業等に活用できる基礎
情報の提供

・
国
立
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・
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自
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へ
進
展

本事業で実施

国が実施

地方自治体

自然環境基礎資料の提供 支援



編入検討

東北地方環境事務所（仙台）や八戸・宮古・大船渡駐在の自然保護官が、実施体制・実施内容を地域と一緒に検討

⑦自然環境
調査

①三陸復興
国立公園創設

三陸復興国立公園再編成等推進事業費の実施内容について

H24

H25

H26

H27

三陸復興国立公園を核としたグリーン復興のビジョン策定（７つのグリーン復興プロジェクト）

②みちのく潮風
トレイル

③ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ
/⑥環境教育

④利用施設の
整備

⑤自然再生

復興後も地域活性化が続いていくことを目指す

国立公園利用者数の回復・地域の自立的な取組へ進展国立公園利用者数の回復・地域の自立的な取組へ進展H32

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

実
施
体
制
の
確
立

フ
ォ
ロ

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

H28

三陸復興
国立公園指定

三陸復興
国立公園拡張

編入
検討

全体計画検討
路線検討
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八戸～久慈開通

路
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討

運
営
体
制
検
討

運営体制
の支援

連携

相乗効果

即効性

三陸復興国立公園を一元的にプロデュース（全体構想、宣伝、メニュー相互のつながり）

国立公園指定やトレイル開通などの話題性や各種イベントの実施による誘客

公共
事業

全体
の
広報
誘客

三陸復興
国立公園拡張

八戸～相馬
全線開通

編入検討

青い矢印 は本事業（復興特会）
の実施内容

自
治
体
に
よ
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興
計
画
の
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定
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復
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事
業
の
実
施

エコツー
プログラム

沿岸地域の
自然環境
モニタリング
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査

震災影響の
とりまとめ

重要自然
マップの公表
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○津波による植生の変化
津波による植生、土地利用の破壊と
回復状況を把握

○津波による砂浜・海岸の変化
津波による砂浜の消失、堤防の破
壊などを把握

○100年前との比較
約100年前の土地利用状況を調べる
ことで、土地のポテンシャルを把握

○津波による海域生態系の変化
漁業の場としても重要な干潟、藻場
等の影響と回復状況を把握

○後背地の植生図
後背地における復興事業等の迅速
化のため基礎となる植生図を作成

○市民参加型調査
多くの市民の目により対象となる動
植物の状況を把握

○新しく出現した湿地の調査
津波･地盤沈下により新たに出現し
た湿地に出来た生態系を把握

井土浦 2012年8月

山元町中浜 2011年5月

名取市広浦 1907年

山田湾 2012年10月

北上川右岸 2013年10月

自然環境情報の整備・復興事業への反映

伊里前

＜目的＞
・特に震災による影響が大
きかった自然環境・生態
系を調査

・調査結果を公園計画や
復興事業等に活用

（合意形成や環境アセスを含
む。）

自然環境情報の整備

＜調査範囲＞

岩手県～福島県北部
を中心に青森県六ヶ所
村から千葉県九十九里
浜までの津波浸水域及
び後背地



*地形図：国土地理院2万5千分の1地形図

○津波による植生の変化（宮城県気仙沼市 赤崎海岸）

*空中写真：国土地理院撮影

震災前
(2001年5月)

震災後
(2011年6月)

海岸林･砂丘植生の大
部分が消失、水没

砂浜が新たに出現

○100年前との比較（福島県南相馬市 井田川浦）

→かつて水域だった場所が、津波
や地盤沈下により水域に戻った。
→復興･防災のためにも、本来土地

が持っているポテンシャルを活か
すことが重要

*地形図：国土地理院2万5千分の1地形図 *空中写真：国土地理院撮影

湿地が新たに出現

→生態系の破壊だけでなく、

新たな生態系が出現。ゆっ
くりとした回復も見られる。



○津波による海域生態系の変化

○新たに出現した湿地の調査

干潟（岩手県釜石市 鵜住居川河口）

→津波により砂州が消失して水田等が干潟
化。アサリなどに底生動物相が変化

海鳥繁殖地（青森県八戸市 蕪島）

→津波による海鳥（ウミネコ）への直接
的な影響はなかった

塩釜市 野々島 （10月6日）

ゲンゴロウ（環:VU） メダカ（環：VU）

→ゲンゴロウやメダカなどの希少な種を
確認。新たな生態系として注目。

大きな影響を受けたが、少しずつ回復が見られる。



○後背地の植生調査

○市民参加型調査 「しおかぜ自然環境調査」

→自然環境保全や各種事業計画立案、環境

アセスメントの基礎情報として重要な
1/25,000植生図について、被災地の未整
備区域を前倒して作成。

→沿岸地域の生物多様性、生態系の概況を
把握。（基礎資料）

→復興事業の自然環境調査や環境アセスメ
ントなどの迅速化に寄与

→地域で活動する団体や観光客の関心
を促すための市民調査を実施

→インターネットなどを通じ、ニホンジカ、
ハマヒルガオなど20種の対象種の情報
を収集

スギ・ヒノキ クロマツ

ヤマツツジ･アカ
マツ群落

ケヤキ群落



津波浸水域に含まれる
63市町村別の報告書。
各市町村･県に配布

○パンフレット○市町村別報告書○調査報告書

○GISデータ ○調査データ

平成25年度東北地方太平洋沿岸地域生態系監視調査【アマモ場】
2013（平成 25）年度

SBYMD

調査代表者（所属）

調査者（所属）

調査日

オオアマモ アマモ タチアマモ コアマモ スゲアマモ スガモ カワツルモ

Za Zm Zl Zj Zp Pi Rm

地点番号 St.1d 1 0 0 0 0 0 0 0 0

緯度（WGS84） 39.4799 2 0 0 0 0 0 0 0 0 アサリ（?）×1

経度（WGS84） 141.9829 3 0 0 0 0 0 0 0 0 マヒトデ×1

4 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0

実測水深 （m） 3.7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

潮位補正水深 （CDL, m） 3.0 7 0 0 0 0 0 0 0 0

底質 礫混じり砂 8 0 0 0 0 0 0 0 0

優占種 スゲアマモ 9 0 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 ムラサキウニ×2

全体被度
（％）

方形枠内に出現したアマモ類
以外の生物

時刻 9:40

山田湾

仲岡雅裕（北大）

仲岡雅裕・本多健太郎・寺西琢矢（北大）

2013年9月9日

基本情報
方形枠
番号

まちづくり

防災・減災

地域の復興事業 自然環境の保全・利活用

エコツーリズム

地域の自然を活
かした公園整備

など

データを使うのに
技術が必要ウェブサイトで公開

しおかぜ自然環境ログ

自然環境情報の復興事業への反映

みえる化
「マップ」



マップ公表
今年４月４日

東北地方太平洋沿岸地域における「重要な自然」を示したマップ（重要自然マップ）

自治体や住民に分かりやすく情報を提供
するために、自然環境情報を「みえる化」

※各種計画策定の基礎資料として、また、その合意形成のため
のコミュニケーションツールとして期待

重要自然マップ
公表：今年４月４日



大槌町東日本大震災津波復興計画 基本計画（平成26年3月改定）

重要自然マップ（船越湾奥部） 大槌町・吉里吉里地域復興イメージ

震災前（2010年7月） 震災後（2011年10月）

吉里吉里地域

自然と共生する復興計画にデータを活用

新たな生態系を保全しながら
活用することが可能な地域

→上記の例としてあげた大槌町については、

データの提供のみならず、今後の自然共生型
の復興計画の検討について支援を検討中。

→マップ公表（４月）後、同様の動きがあり、
今後、拡大していきたい。



港の外側の藻場と岩礁群。

残存する砂丘植生。

断崖地、岩礁と藻場のつながり。

・田老川（たろうがわ）
希少な種を含む河辺植生の分布。
ハゼ類やニホンウナギ等の希少
な種を含む回遊性魚類やモクズ
カニ等の甲殻類の生息。

・中の浜（なかのはま）
外海的な磯と砂浜が連なる
（震災遺構として保存）

断崖地、岩礁と藻場のまとまり。

断崖地、岩礁と藻場のまとまり。

断崖地、岩礁と藻場のまとまり。

・松月海岸（まっつきかいがん）
人工物のない自然の浜。
希少な植物の生育。

・女遊戸（おなっぺ）海水浴場
（日本の快水浴場百選）

砂浜と残存樹林地のまとまり。

断崖地と藻場のつながり。

残存する砂浜（ポケットビーチ）と
砂丘植生、非耕作農地、残存樹林地
のまとまり。

・宇部川（うべがわ）
サケ、サクラマス等回遊性魚
類が生息。

藻場、砂浜、非耕作農地、残存樹
林地等のまとまり。

・泉沢川（いずみさわがわ）
サケ、サクラマス等回遊性魚
類が生息。

・米田川（まいたがわ）
ハゼ類等の希少な種の生息。

残存する海から陸へのエコトーン
砂浜、樹林跡地、湿地植生、残存樹林
地のつながり。

・久慈川（くじがわ）、夏井川（なついがわ）の河口部
潟湖、汽水域、縁辺のガマ、ヨシの抽水植物群落と砂浜
が作り出す三陸北部では数少ない環境のまとまり。
砂丘植生がとくに重要。

・夏井川（なついがわ）
ハゼ類等の希少な魚類、サケ、アユ
等回遊性魚類やモクズガニ等の甲殻
類の生息。夏井川の非耕作農地（元
水田雑草地）のまとまり。（トンボ類、
シギ・チドリ類の利用）

残存する河口砂州および希少
な種を含む砂丘植生が豊富。

まとまった藻場とリアス式海岸の景観。

岬、断崖地
周辺の藻場と接する断崖地のつながり。
（景観）

・久慈川（くじがわ）
サケ、アユ等回遊性魚類の生息。
久慈川の水辺と残存樹林地。

・長内川（おさないがわ）
沿岸の水辺と残存樹林地のつながり。

小袖海岸（こそでかいがん）
「兜岩」等を擁する景勝。
（ジオパーク）

・十府ヶ浦（とふがうら）
３河川の下流部に 1km 以上残った長い
砂浜。歌枕にも多く登場する名勝の地。
岩手県内では数少ないシギ・チドリ等の
渡りの中継地として重要。
希少な種を含む砂丘植生が豊富に残る場
所がある。

・閉井川（へいがわ）河口域
アマモの生育、ワカサギの産卵場、
ニホンウナギ、アユ等、回遊魚や
モクズガニ等の生息。

・蛸の浜（たこのはま）
砂浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観。

・津軽石川（つがるいしかわ）下流部
河川を中心とする、希少な昆虫類が生
息する河畔林と湿地等の水辺環境のつ
ながり。

・金浜（かねはま）
シギ・チドリ、ガンカモ類等、
希少な種を含む鳥類や希少な
種を含む塩性地植生。

・津軽石川（つがるいしかわ）河口
県内最大級の干潟、残存する砂浜生
物の移入、定着場。シギ・チドリ類
の生息場。
希少な猛禽類が飛来する。
希少な種を含む、塩性植物の生息。

まとまったアマモ場があった。
（津波後も一部残存）

・太田浜（おおだのはま）
エゾオグルマの生育地
（特定植物群落）
震災や台風の影響を受け
減少。

砂浜、湿地、樹林地のまとまり。

砂浜と残存樹林地のまとまり。

・赤前（あかまえ）
ウバガイ（ホッキガイ）、エゾマテガ
イ等を多く産する生産性の高い水域、
アマモも生息。

干潟、砂浜、非耕作農地、残存樹林地
等の海から陸へのつながり。

・津軽石川（つがるいしかわ）
ニホンウナギ、イトヨ等の希
少な種を含む魚類や、モクズ
ガニ等の甲殻類の生息。

・呼浜（よばわりはま）
まとまった砂浜と砂丘植生。

シノリガモ等のカモ類
の生息。

2012 年生態系監視調査（干潟）
　津軽石川では 42種（希少な種 3種を含む）を確認。
震災前には二枚貝類が豊富という特徴があったが激
減。2011年では二枚貝はほとんどみられなかったが、
2012 年にはアサリ、イソシジミが増加。オオノガイ、
ソトオリガイも回復。（津軽石川河口）

2012 年生態系監視調査（海鳥繁殖地）
　　国指定天然記念物「日出島クロコシジロウミツバメ
繁殖地」、国指定日出島鳥獣保護区。（特別保護地区）
　日本最大のクロコシジロウミツバメの集団繁殖地。オ
オミズナギドリとの競合、土壌流出により営巣環境が悪
化している。約 40ｍまで達した津波により、林床の土壌
流出、植物の枯損等が認められた。2012 年調査では、オ
オミズナギドリ、ウミツバメ類他の繁殖を確認した。
（日出島：ひでじま）

・浄土ヶ浜（じょうどがはま）
三陸を代表する景勝地
砂浜、礫浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観。

・日出島（ひでしま）
クロコシジロウミツバメ繁殖地。

砂浜（砂丘植生）と残存樹林地のまとまり。

・真崎海岸（まさきかいがん）
海水浴場
（日本の快水浴場百選）
南から「小港」、「前須賀」、
「沼の浜」の約 1km。

・沼の浜（ぬまのはま）
希少な種を含む海浜性植物が多
く、砂丘植生が発達する。樹林跡
地には二次草地が発達。
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非耕作農地のまとまり。
（トンボ類、シギ・チドリ類の利用）

周辺には以下の注目すべき場がある。

北側にある大槌川、小槌川にはサケ、
サクラマス、イトヨ（淡水）が生息。
海域にはアマモが生育する。

2012 年生態系監視調査（干潟）
　鵜住居川では 28種（希少な種 1種を含む）を確認。
環境は調査場所を大きく変えざるを得ない程変化したが、
新しい環境で底生動物相の回復傾向を確認。（鵜住居川）

2012 年生態系監視調査（アマモ場）
　震災前と同様にアマモ、タチアマモの
2種の生育を確認。（広田湾）

残存するまとまった砂浜。
（砂丘植生、砂浜性昆虫類の生息の場）

非耕作農地のまとまり。
（トンボ類、シギ・チドリ類の利用）

河口の北側に残った砂浜海岸。
（砂浜性昆虫類の生息の場）

被災した海岸防災林と
非耕作農地のまとまり。

・根浜海岸（ねはまかいがん）
長く延びた特徴ある砂嘴地形は消失。

・高田松原
（たかたまつばら）
日本の白砂青松百選。
東北の代表的景観が
失われた。

・高田松原のクロマツ植栽林
（特定植物群落）

・古川沼（ふるかわぬま）
汽水域へ変化。
水域へはコクガンが飛来。

・小友浦（おともうら）
干潟にはアサリ稚貝をはじめ底生
動物が多く再生しつつある。
ミズアオイ、タコノアシ等、希少
な植物が生育して湿地を形成。ア
マモ場、干潟、湿地のつながりが
できつつある。

まとまったアマモ場、藻場。
（水域におけるネットワークの
拠点、魚介類の産卵場、稚魚
の育生場、コクガン等渡り鳥
の採餌場、休息場）

2013 年生態系監視調査サイト
（小友浦）

・浪板海岸（なみいたかいがん）
吉里吉里海岸（きりきりかいがん）
アマモ、スゲアマモ、タチアマモ
の群落が大打撃を受けたが回復す
る可能性がある。

・四十八坂海岸
（しじゅうやさかかいがん）
断崖地、岩礁と藻場のつながり。

断崖地、岩礁、
島と藻場のつながり。

残存する砂浜と非耕作農地
（湿地環境）のまとまり（シギ・
チドリ類、トンボ類の生息場）

周辺には以下の注目すべき場
がある。

(6)a 荒神 ( あらがみ )、弁天島
（べんてんじま）
砂浜と岩浜が隣接する貴重　
な場。マガキ、テングヨコ　
エビ等が生息。

(6)b 小谷鳥（こやどり）
淡水が集まる豊かな湿地。

(6)c 前須賀（まえすか）
まとまった砂浜に希少な植　
物、昆虫が生息。

非耕作農地のまとまり。
（トンボ類やシギ類、チドリ類
の利用）

断崖地、岩礁、藻場のまとまり。

小規模な非耕作農地のまとまり。

断崖地、広葉樹自然林のつながり。

アマモ場
震災後縮小したが、その後、
増加傾向。コクガンも飛来。

・折立川河口の干潟
湾内の干潟は震災により打撃を受けたが、2012 年以降、
アサリが再び確認される等、底生動物が増加している。

・水戸部川（みとべがわ）
藻場、アマモ場、湿地植生、
非耕作農地のつながり。

・神割崎のクロマツ林
（特定植物群落）

・神割崎
（かみわりさき）
日本の白砂青松
百選

・折立川（おりたてがわ）
海から陸へのつながり。
（アマモ場、干潟、新たな水面、
非耕作農地、残存樹林地）

藻場、砂浜、残存樹林地のつながり。

砂丘植生とその生育基盤であ
る砂浜のまとまり。
（砂浜性昆虫類の生育基盤、シ
ギ・チドリ等鳥類の生息の場）

湿地植生
（ヨシ、ツルヨシ群落のまとまり）

・津谷川（つやがわ）河口域
砂浜、新たな水面、森林・残
存樹林地のまとまり。
河口部のかつての砂浜、海岸
防災林は流出したが、新たな
砂浜、新たな水面、新たな干
潟が形成された。右岸の新た
な干潟にはアサリをはじめと
する各種底生動物の生息が確
認されている。

・長面浦（なかつらうら）
藻場、干潟が分布する
汽水域。

砂浜の消失

新たな、水面、干潟、湿地植生、
非耕作農地による広大な湿性
環境。（サギ、ガン、カモ類の
利用）

・北上川とその支川
ニホンウナギ、モクズガニ等回遊性
生物の生息。ヒヌマイトトンボ等の
希少な種の生息。

湿地植生（現存するヨシ原）
オオヨシキリの繁殖地、オ
オセッカの生息場。
イトメやアリアケモドキを
豊富に産する、貧鹹水性の
生態系。
北上川のヨシ原
残したい日本の音風景百選。

シジミ漁場

非耕作農地（水田雑草群落）に新たな水面
が多数出現。低塩分な水域では、ミズアオイ、
リュウノヒゲモ等の希少な植物が多く生育。

湿地植生
比較的高塩分なヨシ原は、
震災影響を大きく受けた
が、植生が戻りつつある。

・舞根湾（もうねわん）
新たに形成された干潟、湿地植
生、非耕作農地（水田雑草群落）
のまとまり（アサリなど干潟を
代表する生物の分布、希少な植
物の生育、ニホンウナギ等回遊
魚の生息）。

・田中浜（たなかはま）
小田の浜（おだのはま）
（日本の快水浴場百選）
残存する砂浜・砂丘植
生、後背の樹林、非耕
作農地等の海から陸へ
のつながり。

田中浜

小田の浜

・九九鳴き浜（くくなきはま）
鳴き砂の浜（残存）。
スナガニの北限生息地。

・十八鳴浜（くぐなりはま）
鳴き砂の浜（残存）
日本の渚百選

非耕作農地、砂浜、残存樹林地
のまとまり。

・大島十八鳴浜のアカマツ林
（特定植物群落）

干潟、アマモ場、
藻場等のつながり。

(6)b 小谷鳥(6)c 前須賀

(6)a 荒神、弁天島

・関口川 (せきぐちがわ )
希少なハゼ類や回遊魚類の生息。
アサリやアシハラガニ等の生息。
河川と非耕作農地、残存樹林地の
まとまり。

・大島（おおしま）、小島（こじま）
北限の常緑広葉樹林が残存。

・浦の浜（うらのはま）
点在する残存樹林地と非耕作農地
のつながり。

・織笠川（おりかさがわ）
アマモ場、アサリが生息する干潟
と河川のつながり。
希少なハゼ類やサケ、サクラマス、
アユ等の回遊性魚類の生息。
河川を中心に周辺に広がる湿地植
生、非耕作農地（湿地環境）のま
とまり。（トンボ類、サギ類の生
息場）

浪板海岸

吉里吉里海岸

2012 年生態系監視調査（干潟）
　織笠川では 41 種（希少な種 2
種を含む）を確認。2013 年に
はアサリ、ホソウミニナ等、震
災前に生息していた種が回復。
（織笠川河口）

2012 年生態系監視調査（アマモ場）
　スゲアマモとアマモの成育を確
認。湾北部と湾央部では、震災前
後で変化なく密生していたが、湾
奥部の織笠川河口沖では、分布域、
密度ともに減少していた。（山田湾）

モニタリングサイト 1000（海鳥）
　国指定天然記念物「オオミズナギドリおよび
ヒメクロウミツバメ繁殖地」、国指定三貫島鳥
獣保護区。（特別保護地区）
　津波による土壌流失や植生への塩害等の他、
ウミツバメ営巣地の一部埋没する直接被害が
あった。2012 年調査では、オオミズナギドリ
の繁殖、ウミツバメ類他の生息を確認した。
（三貫島：さんがんじま）

・鵜住居川（うのすまいがわ）
河口部は大きく変化したが、鵜住居川は上
流にダムのない河川であり、河川の連続性
が保たれている。（ニホンウナギ等回遊性魚
類の生息）新しい河口部のやや上流にはヨ
シ原が発達しつつある。周囲の泥干潟には
ヤマトシジミが比較的多い。
河川を中心に周辺に広がる湿地植生、非耕
作農地等、湿性環境のつながり。

100 年前は、湿地であっ
た広大な非耕作農地のま
とまり。

100 年前は、湿地であっ
た広大な非耕作農地のま
とまり。

・富士沼
希少な種を含む湿地植生の
生育、トンボ類等の利用

・大島のアカガシ林
（特定植物群落）

2012 年生態系監視調査（干潟）
　32 種（希少な種１種を含む）
の底生動物を確認。震災で外海の
影響をうけたとみられる状況が
あった。二枚貝類の回復も比較的
順調（長面浦）

2012 年生態系監視調査（干潟）
　22種（希少な種3種を含む）の底生動物を確認。
ヤマトシジミ、アリアケモドキは減少したが貧
鹹水を特徴づける主な種は確認。（北上川河口）

・気仙川（けせんがわ）
ニホンウナギ等の回遊
性魚類の生息。

・荒島のタブノキ林
（特定植物群落）

・椿島のヤブツバキ林
（特定植物群落）

・長面浜の砂丘植生
（特定植物群落）

・追波川の河辺植生
（特定植物群落）

細浦

三貫島

2012 年モニタリングサイト 1000（藻場）
　アラメ主体の群落で、寒海性と暖海性
コンブ目が共存する海域の代表的な藻場
の一つ。2012 年は一部で著しいワカメの
繁茂、ウルシグサ等の出現、アラメ幼体
の出現頻度の高さが特徴。（志津川湾）

2012 年モニタリングサイト 1000（アマモ場）
　震災前に確認されていたアマモ植生はほと
んどが消失。一部実生などが確認されたが、
著しい植生の回復はみられなかった。（根浜）

2012 年モニタリングサイト 1000
（アマモ場）
　震災前に確認されていたアマモ
植生はほとんどが消失。一部、回
復が確認されたが、密度は震災前
より著しく低かった。（吉里吉里）

2012 年生態系監視調査（藻場）
　震災前にも確認されていたマコ
ンブ、トゲモクなどが高密度で確
認された。（山田湾）
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非耕作農地のまとまり。
（水田雑草群落）

100 年前は湿地・河川等
であった。湿地としての
ポテンシャルが高い非耕
作農地のまとまり。

・井土浦（いどうら）
と背後地
残存するクロマツ植
林と樹林跡地、非耕
作農地、湿地植生、
開放水域、干潟、砂
浜等、多様な自然の
まとまり。希少な種
を含む猛禽類、シギ・
チドリ類、トンボ類
等の昆虫類の生息。

・東谷地（ひがしやち）
新たにできた干潟。

ヨシ原（浮島）

樹林跡地のまとまり。

・鳥の海（とりのうみ）
変化途中の干潟
（稚魚の成育場、シギ・チドリ
類の生息地）

旧砂丘間低地
の非耕作農地
のまとまり。
ミズアオイ等
の希少な植物
の生育、メダ
カ等の希少な
魚類や昆虫類
の生息。

・名取川（なとりがわ）
河畔林（ヤナギ林）、湿地植生（ヨシ原）、
開放水域のまとまり。

非耕作農地、新たな湿地植生、
開放水域のまとまり。

非耕作農地のまとまり。
・七北田川（ななきたがわ）
河川と湿地植生（ヨシ原）のま
とまり。オオセッカの生息場。 ・蒲生干潟（がもうひがた）

砂浜、開放水域、干潟、新た
な水面などのまとまり。
シギ・チドリ類等、渡り鳥の
飛来地。変化途中の砂浜と砂
丘植生。

・蒲生の塩性植物群落
（特定植物群落）

・仙台湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）

海藻は激減。
（アオサ粗生）

残存する砂浜と背後の樹林。

・塩田跡
干潟であったが、震災後は
干出しなくなった。

・万石浦（まんごくうら）
仙台湾北部の大規模の潟湖。
地盤沈下により、塩田跡などの震災
前の干潟の多くは干出しなくなった。
アマモ場は、黒島西岸などは大きく
衰退したが、湾全体としては良好な
状態で残されている。

ホンダワラ
（粗生）

海藻は激減。
（アオサ、紅藻（粗生））

アマモ場は
　ほぼ消失。

・江島（えのしま）
希少な渡り鳥の飛来。

・足島（あしじま）

アマモ場は消失。

新たな水面のまとまり。

藻場は健全

砂浜
砂浜性生物の生息場。

・増田川（ますだがわ）
沿川のヨシ原のつながり。

・阿武隈川（あぶくまがわ）
　アユ、サケ、シロウオ等
の回遊性生物。

長大な砂浜
砂浜に依存する
生物の生息場。

新たに形成された
蛭塚（ひるづか）
の低湿地。

非耕作農地の
まとまり

100 年前は湿地だっ
た。湿地としてのポ
テンシャルが高い非
耕作農地のまとまり。

新たに形成された水面。希少
な種を含む湿性植物の生育、
メダカ、トンボ類等の生息。
希少な甲殻類であるハマガニ
の生息。

2012 生態系監視調査（藻場）
　湾口防波堤の倒壊により、
湾奥部で外洋性の藻類がみ
られる等の変化があった。
（女川湾）

2012 生態系監視調査
（海鳥繁殖地）
　ウトウ、オオミズ
ナギドリの繁殖地。
震災の影響は軽微で
あったが、ウトウ巣
穴数の減少がみられ
た。（足島）

良好な藻場のまとまり。
（三陸・仙台湾沿岸地域で最大面
積の藻場をもつ）
（海域のネットワークの拠点、魚
類の産卵場、稚魚の生育場）

残存樹林地、樹林跡地、非耕
作農地、砂浜のつながり。

希少な植物が生育する湿性環
境のまとまり。

島嶼部には希少な植物、トンボ類、
新たな湿地に希少な種を含む水生昆
虫等が生息。

島嶼の小湾は干拓地
が水没し、新たな水
面、干潟が形成され
ている。

コアマモの生育地としては、
現在県内で確認できる唯一の
場所。

砂浜（ポケットビーチ）、干潟、
藻場、アマモ場、残存樹林地、
湿地植生、新たな水面等、多様
な環境のまとまり。

開口部に位置する
残存樹林地、砂浜、
干潟、藻場等のま
とまり。

・松川浦（まつかわうら）
仙台湾最大の潟湖干潟
干出域減少。アサリ、カ
ニ類の他希少な種の生息
場、稚仔育成場として重
要。ノリ養殖等漁場とし
て重要。日本の白砂青松
百選。

宇田川、小泉川の水辺
と河畔林。

・大州海岸
（おおすかいがん）
砂浜と樹林跡地の
まとまり。
日本の渚百選。
砂丘植生を中心と
した希少な種の生
息。

非耕作農地のまとまり。
サギ類、シギ・チドリ類、
カモ類の採餌場。

シバナ、ハママツナ等の
希少な種を含む塩性湿地。

100 年前は湿地、河川等だった。
湿地としてのポテンシャルが高い
非耕作農地のまとまり。

ヨシ原と河畔林
鳥類や昆虫等の生
息場として重要。

2012 生態系監視調査（干潟）
　47 種（希少な種 7 種を含
む）の底生動物を確認。底
生動物相は回復傾向。
震災により規模縮小。（広浦）

2012 生態系監視調査
（干潟）
　36 種（希少な種 3
種を含む）の底生動
物を確認。底生動物
相は回復傾向。震災
により規模縮小、分
断化。（井土浦）

100 年前は湿地、河川等であっ
た湿地としてのポテンシャル
が高い所。

・仙台湾沿岸
（特定植物群落）

・仙台湾の海岸林
（特定植物群落）

・寺島地区
（てらしまちく）
樹林跡地に形成され
た新たな湿地植生等
の多様な撹乱環境。

・仙台湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）

2012 生態系監視調査（干潟）
　54 種（希少な種 3 種を含む）の底生動物を確認。
環境は変化したが固有種も高密度でみられ回復傾向
にある。（万石浦）

2012 生態系監視調査（アマモ場）
　津波による撹乱は軽微だった
が地盤沈下が大きく干潟は水面
下となった。アマモ場も大きく
劣化した。（万石浦）　

・松島湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）
島嶼の一部を除き、湾
内の森林・樹林が広く
指定されている。

砂浜、砂丘植生、湿地植生、
新たな水面のまとまり。
希少な種を含む植物の生育、
昆虫類等の生息。

・南蒲生（みなみがもう）
浅海域、砂浜、砂丘植生、樹林跡地、
残存植林地、非耕作農地のつながり。
（砂浜エコトーン）

樹林跡地には、砂浜植物が生育し、
樹林間には小湿地群が分布する。希
少な種を含む植物や昆虫類、鳥類、
アカテガニ等の甲殻類の生息。
撹乱による多様なモザイク環境と
なっている。

2012 生態系監視調査（アマモ場） 
　湾内のアマモ場は、震災により
甚大なダメージを受けたが、ス
ポット的に残存する株も確認され
ており、今後の回復過程に注目。
（松島湾）

2012 生態系監視調査（干潟） 
　58 種（希少な種 12 種を含む）
の底生動物を確認。大きな被害を
受けておらず、仙台湾への底生動
物供給源として重要。（松島湾）

2012 生態系監視調査（干潟）
　38 種（希少な種 3 種を含
む）の底生動物を確認。底
生動物相は回復しつつある。
海水交換不良による環境悪
化に懸念。（蒲生干潟）

2012 生態系監視調査（干潟）
　54 種（希少な種 7 種を含
む）の底生動物を確認。底
生動物相は回復傾向。（鳥の
海）

2012 モニタリングサイト 1000（干潟）
　62 種（希少な種 6 種を含む）の底生
動物を確認。その後の調査等により、
底生生物相の回復傾向を確認。（松川浦）

・夏浜（なつはま）、小屋取浜（こやどりはま）
　鳴り砂の浜、砂丘植物の種類が多い。

・広浦（ひろうら）
ヨシ原、干潟を有する湿地で、
希少な種を含むイトトンボ類
が生息していた。震災後は高
塩分化により、希少なイトト
ンボはみられなくなったが、
ヨシ原などの湿地環境のまと
まりが残存している。

アラメ藻場には被害なし。　　　　　　　
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八戸～久慈間開通プレイベント(8月25日)

1参加者数：約500名
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